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アルミ缶回収にご協力ください
すだちの家ではアルミ缶を回収して潰して
リサイクルする作業に取り組んでいます

お手数ですが、不用になったアル
ミ缶をすだちの家までお持ちくだ

さい。ただし、量が
多い場合にはご一報
ください。なお、ス
チール缶は対象にな
りません。

福井市東大味町 9-15　すだちの家（担当／萩原）

☎0776（41）3950
連絡は
こちら
まで…

ありがとうございます

物　品　深　謝
ガンバっています

活　動　報　告
ようこそすだちの家へ

来　訪　者

すだちだよりワ ク

月

キイキイ
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月
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月
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月

3
月

● 平成27年11月15日　嘱託職員・酒井　与志夫（退職）
● 平成27年12月31日　支援員・橋本　実樹（退職）
● 平成28年 1月 1日　支援員・濵田　晴央（採用）

3日　坂井市

河下　肇　様 （東大味）
白崎　寿美枝　様 （東大味）
後藤　裕幸　様 （円城寺）
木村　タツ子　様 （田治島）
すまいる　様 
藤沢　政志　様 （東大味）

4日　保護者会清掃奉仕
5日　救急法講習会  
5日　嶺北特別支援学校生徒実習（9日まで）

10日　ふれあい祭り  
14日　体重測定  
18日　円山公民館まつり（焼き芋販売）
19日　相談支援従事者現任研修（21日まで） 
19日　職員健康診断  
20日　内科検診  
21日　非常呼集訓練  
28日　感染症対策研修  
29日　避難訓練

22日　多機能型支援センターすまいる（4名）
23日　嶺北親の会（1名）

河下　肇　様 （東大味）
村中　静子　様 （東大味）
田村　重隆　様 
福井南特別支援学校　様

2日　福井南特別支援学校　生徒実習（13日まで）
5・18・19日

サービス管理責任者等研修（地域生活）（13日まで）
10日　体重測定  
12日　サービス管理責任者等研修（地域生活）（13日まで）
12日　全国自閉症者施設協議会神奈川大会（3名参加）
15日　発達障害・専門講座

19日　福井南特別支援学校

河下　肇　様 （東大味）
酒井精米（株）様 
リカーワールド華　様 
ホクシス　様 
堀　ふさえ　様 （上細江）
岩佐　修子　様 
藤沢　政志　様 （東大味）
天方　優子　様 
福井メタル（株）様 
大谷　様 （大村）
足羽東こども園　様 
あゆみの家　様 
佐々木　孝男　様 （東大味）

8日　検尿  
9日　血液検査・体重測定  

10日　心電図（対象者）  
15日　強度行動障害支援者養成研修（実践）（16日まで）
22日　内科検診

16日　足羽福祉会　高村理事長　様
16日　永平寺町社会福祉協議会

河下　肇　様 （東大味）
石田　外志　様　 （東大味）

13日　内科検診  
13日　社会福祉マイナンバー説明会
19日　体重測定  
21日　障害者虐待防止・権利擁護研修（22日まで）

12日　福井市障がい福祉課・福井県総合相談所

河下　肇　様 （東大味）
石田　外志　様　 （東大味）
池本　順子　様

3日　給食施設巡回指導
5日　新年会  

10日　体重測定  
13日　冬季職員研修  
16日　内科検診  
16日　強度行動障害支援者養成研修（基礎）（17日まで）
27日　保護者会役員会 

河下　肇　様 （東大味）
藤沢　政志　様 （東大味）
竹川　隆利志　様 （東大味）
鈴木　ちよ子　様 
仁愛大学　様

9日　体重測定
15日　内科検診
19日　理事会・評議員会
19日　米パン講習会
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すだち会すだち会
会員紹介会員紹介
平成27年度の会費を納入して頂いた方
と新たに会員になられた方々です。

ご協力を感謝いたします。

「すだち会」からの
お知らせ

会員の皆様には、日頃よりすだちの家及び支援センターすだちの運営につきましてご支援を賜り、
また物心両面からも支えていただいておりますこと厚くお礼を申し上げます。なお平成28年度も、
引き続きご入会いただきますようお願い申し上げます。

■法人会費 １口 10,000 円

■団体会費 １口 10,000 円

■個人会費 １口   3,000 円

ご入金
方法

郵便局をご利用の場合

郵便振替 00750 － 4 － 84619
すだち会

銀行をご利用の場合

福井銀行東郷支店 普通 1009689
すだちの家 後援会
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平
成
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年
10
月
7
日
（
水
）
に
秋
の

遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
秋
晴
れ

の
さ
わ
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
昨
年
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通
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・
入
所
と
も
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じ
場

所
へ
行
き
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し
た
が
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今
回
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が

Ｓ
Ｓ
Ｔ
ラ
ン
ド
で
、
通
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泰
澄
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杜

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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者

さ
ん
は
、
先
発
隊
と
し
て
数
人
の
利
用

者
さ
ん
も
行
っ
た
の
で
、
準
備
の
手
伝

い
等
ス
ム
ー
ズ
に
炭
お
こ
し
も
で
き
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
み
な
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ん
が
到

着
ま
で
に
は
準
備
も
整
い
、
す
ぐ
に
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ベ
キ
ュ
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楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
泰
澄
の
杜
へ
行
か
れ
た
利
用
者
さ
ん

は
、
職
員
二
人
で
の
準
備
で
し
た
が
な

ん
と
か
み
ん
な
の
到
着
前
に
は
で
き
、

こ
ち
ら
も
年
一
回
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

満
面
の
笑
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
お

肉
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
ウ

イ
ン
ナ
ー
や
焼
き
そ
ば
も
で
き
る
そ
ば

か
ら
手
が
伸
び
て
き
て
「
も
う
な
い

の
」
と
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
食
欲
で

し
た
。
帰
り
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で
お
や
つ

を
買
い
、
近
く
の
公
園
で
食
べ
て
き
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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岡本　哲志ふれあ
　今年は10月10日にふれあいまつりが行われまし
た。曇り空ではありましたが、雨風がなかったので
よかったです。
　私はまつりの司会でした。このため、ステージ近
くから動くことが出来ませんでした。利用者さんを
近くで見る事は出来ませんでしたが、まつり全体を
見る事は出来ました。どの利用者さんもしっかり食
べていました。また、利用者さんに大きなトラブル
もなかったように見えました。

　今年からの試みで、利用者さんとイッチョライの
団体によるイッチョライ演舞を行いました。正直な
ところ、ほとんどの利用者さんが、手を振ったり横
に動いていたりしているだけでした。ただ、楽しん
でいたようだったのでよかったです。
　最後になりますが、まつりが無事に終わったのは、
多くの皆さんが協力してくれたおかげです。この場
を借りて、改めてお礼を述べたいと思います。

いまつり 　
こ
の
た
び
、
強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
研
修
は
合
わ
せ
て

4
日
間
の
日
程
で
し
た
。
昨
年
9

月
15
・
16
日
に
基
礎
研
修
が
あ
り
、

3
か
月
後
の
12
月
15
・
16
日
に
実

践
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　
強
度
行
動
障
害
と
は
、
簡
単
に

言
え
ば
『
自
分
の
感
情
が
抑
え
ら

れ
ず
、
異
常
な
行
動
を
起
こ
し
て

し
ま
う
』『
異
常
な
行
動
の
頻
度
が
、

通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多

い
』『
生
ま
れ
つ
き
異
常
な
行
動

が
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
』
知
的
障
害
者
の
こ
と
で
す
。

基
礎
研
修
で
は
、
異
常
と
思
わ
れ

て
い
る
行
動
を
、
支
援
員
が
ど
う

捉
え
て
い
く
か
を
学
び
ま
し
た
。

具
体
的
に
言
う
と
、『
本
人
に

と
っ
て
、
そ
の
行
動
の
意
味

は
？
』『
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
の
か
？
』『
場
面
に
よ
っ
て
は
、

迷
惑
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

か
』
の
3
点
を
分
析
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
本
人
の
特
性
や
環
境
要

因
も
含
め
て
考
え
、
本
人
が
異
常

な
行
動
を
し
て
し
ま
う
背
景
を

『
深
掘
り
す
る
』
方
法
を
学
び
ま

し
た
。

　
実
践
研
修
で
は
演
習
を
通
し
て
、

作
業
時
や
外
出
時
な
ど
具
体
的
な

場
面
に
お
い
て
適
切
な
支
援
方
法

を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
研
修
の

な
か
で
、
講
師
の
方
が
『
声
掛
け

を
し
な
い
支
援
』
と
い
う
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま

で
私
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
声

掛
け
を
と
て
も
多
く
使
っ
て
い
ま

し
た
。
言
葉
に
よ
る
支
援
が
相
手

に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
、
時
に

は
苦
痛
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
え
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
、
そ
し

て
支
援
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
私

は
ま
だ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
支
援

の
手
段
を
考
え
き
れ
て
い
な
い
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
研
修
全
体
を
通
し
て
感
じ
た
の

は
、
支
援
の
目
的
は
日
常
生
活
を

落
ち
着
い
て
す
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
々
の
仕
事
で
は
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
支
援
と

は
そ
う
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
本

　哲志

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

　
平
成
27
年
11
月
12
日
・
13
日
の
2

日
間
、
全
国
自
閉
症
者
施
設
協
議
会

神
奈
川
大
会
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
2
回
目
の
全
国
大
会
の
研
修

で
す
。
不
安
と
緊
張
も
あ
り
ま
し
た

が
「
ど
ん
な
話
が
聞
け
る
の
だ
ろ

う
」
と
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、「
自
閉
症
の

方
の
世
界
観
を
知
り
、
専
門
性
を

持
っ
て
暮
ら
し
を
支
え
る
」
と
い
う

大
会
テ
ー
マ
で
し
た
。
内
容
は
、
自

閉
症
者
の
方
の
考
え
方
や
心
情
、
即

ち
世
界
観
を
知
る
こ
と
や
共
感
、
寄

り
添
い
の
姿
勢
、
自
閉
症
者
の
目
線

で
支
援
に
あ
た
る
こ
と
が
肝
要
で
自

閉
症
者
の
真
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
ら
れ

る
専
門
知
識
と
権
利
擁
護
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　
1
日
目
は
、
萌
葱
の
郷
理
事
長
五

十
嵐
康
郎
さ
ん
の
講
演
と
、
こ
ど
も

の
こ
こ
ろ
診
療
部
本
田
秀
夫
先
生
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
分
科
会
が
あ
り
私
は

「
行
動
障
害
を
ひ
も
と
く
〜
自
閉
症

児
者
の
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
適
切

な
支
援
〜
」
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
日
々
の
支
援
の
中
で
私
自
身
、
支

援
に
対
し
て
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
支
援
は
自

分
の
思
い
込
み
の
支
援
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
時
や
自
分
の
支
援
に
対
し

て
相
手
の
反
応
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
伝
わ
っ
て
こ
な
い
時
で
す
。
自
閉

症
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
意
思
や
要

求
や
希
望
を
適
切
に
表
現
す
る
の
が

苦
手
で
、
人
に
頼
り
た
く
て
も
頼
れ

な
い
。
そ
こ
で
人
間
関
係
を
作
り
、

お
互
い
に
気
持
ち
の
や
り
取
り
を
し

て
い
く
に
は
、
関
わ
る
支
援
員
の
心
、

価
値
観
は
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
閉
症
の
特
性
を
理
解
し
て

い
な
い
と
間
違
っ
た
支
援
に
繋
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
考
え
だ
け
で
対
応
せ
ず
、

「
本
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
何
を
望

ん
で
い
る
の
か
を
一
番
に
考
え
対
応

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
」
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
支
援
に
つ
な
げ
、
分
か
り
や
す

い
支
援
を
し
て
い
く
事
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

全
国
自
閉
症
者
施
設
協
議
会

　
　
　神奈
川
大
会
に
参
加
し
て
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新
年
会
加
藤

　雅
由

　
こ
ん
に
ち
は
。
2
月
5
日
（
金
）
午

後
か
ら
新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
新
成
人
不
在
の
た
め
利
用

者
と
職
員
の
み
の
参
加
と
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
に
は
、
ク
レ
ヨ
ン
で
ポ

ス
タ
ー
に
色
を
塗
る
お
手
伝
い
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
利
用
者
さ
ん
は
、
朝
か
ら
そ

わ
そ
わ
し
た
様
子
で
、
午
前
中
の
作
業

が
手
に
つ
か
な
い
み
た
い
で
し
た
。
新

年
会
が
始
ま
る
と
食
事
や
デ
ザ
ー
ト
を

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
余
興
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
自
慢
の
歌

声
を
披
露
し
て
、
表
情
も
良
く
、
聴
い

て
い
る
利
用
者
さ
ん
は
、
拍
手
や
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
だ

す
利
用
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
暖
か
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
職
員
と
の
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
新
年
会
も
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　今年も24日に、恒例のクリスマスバイキングが行われました。
少し小さいですが、右の写真がメニューになります。
　僕はおかわりしなくても満腹になりましたが、中にはおかわり
をしている利用者さんもいました。毎日これだけ食べてもらうわ
けにはいきませんが、たまにはいいと思います。

『すだちだより平成28年2月号より』　

　
は
じ
め
ま
し
て
。
濵
田

　晴
央
（
は
ま

だ
　
は
る
お
）
と
申
し
ま
す
。
年
齢
は
49
歳

に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
親
と
し
て
我
が
子
が
幼
少
の

頃
、
発
達
障
害
が
あ
り
苦
労
し
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
仕
事
と
し
て
は
初
め
て
に

な
り
ま
す
。
現
在
、
お
世
話
に
な
っ
て
約
1

か
月
で
す
。
お
一
人
お
一
人
で
対
応
が
異
な

る
の
で
、
難
し
い
仕
事
で
あ
る
と
感
じ
、
勉

強
の
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
自
分
の

力
が
利
用
者
さ
ん
た
ち
の
為
に
な
っ
て
い
る

事
が
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
利
用
者
さ
ん
た
ち
に
笑
顔
で
接

す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
安
心
感
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
安
心
感
を
信
頼
感
に

繋
げ
た
い
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
良
い
支
援
員
に
な
れ
る
よ
う
、
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
関
係
の
皆
様
方
、
宜
し
く

ご
指
導
下
さ
い
。
今
後
と
も
末
永
く
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
人
職
員
紹
介

クリスマス

す　だ　ち
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。
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1
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、
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、
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に
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心
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信
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感
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の
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ま
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り

ま
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う
、
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力
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ま
す
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で
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の
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様
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宜
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げ
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岡本　哲志ふれあ
　今年は10月10日にふれあいまつりが行われまし
た。曇り空ではありましたが、雨風がなかったので
よかったです。
　私はまつりの司会でした。このため、ステージ近
くから動くことが出来ませんでした。利用者さんを
近くで見る事は出来ませんでしたが、まつり全体を
見る事は出来ました。どの利用者さんもしっかり食
べていました。また、利用者さんに大きなトラブル
もなかったように見えました。

　今年からの試みで、利用者さんとイッチョライの
団体によるイッチョライ演舞を行いました。正直な
ところ、ほとんどの利用者さんが、手を振ったり横
に動いていたりしているだけでした。ただ、楽しん
でいたようだったのでよかったです。
　最後になりますが、まつりが無事に終わったのは、
多くの皆さんが協力してくれたおかげです。この場
を借りて、改めてお礼を述べたいと思います。

いまつり 　
こ
の
た
び
、
強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
研
修
は
合
わ
せ
て

4
日
間
の
日
程
で
し
た
。
昨
年
9

月
15
・
16
日
に
基
礎
研
修
が
あ
り
、

3
か
月
後
の
12
月
15
・
16
日
に
実

践
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　
強
度
行
動
障
害
と
は
、
簡
単
に

言
え
ば
『
自
分
の
感
情
が
抑
え
ら

れ
ず
、
異
常
な
行
動
を
起
こ
し
て

し
ま
う
』『
異
常
な
行
動
の
頻
度
が
、

通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多

い
』『
生
ま
れ
つ
き
異
常
な
行
動

が
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
』
知
的
障
害
者
の
こ
と
で
す
。

基
礎
研
修
で
は
、
異
常
と
思
わ
れ

て
い
る
行
動
を
、
支
援
員
が
ど
う

捉
え
て
い
く
か
を
学
び
ま
し
た
。

具
体
的
に
言
う
と
、『
本
人
に

と
っ
て
、
そ
の
行
動
の
意
味

は
？
』『
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
の
か
？
』『
場
面
に
よ
っ
て
は
、

迷
惑
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の

か
』
の
3
点
を
分
析
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
本
人
の
特
性
や
環
境
要

因
も
含
め
て
考
え
、
本
人
が
異
常

な
行
動
を
し
て
し
ま
う
背
景
を

『
深
掘
り
す
る
』
方
法
を
学
び
ま

し
た
。

　
実
践
研
修
で
は
演
習
を
通
し
て
、

作
業
時
や
外
出
時
な
ど
具
体
的
な

場
面
に
お
い
て
適
切
な
支
援
方
法

を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
研
修
の

な
か
で
、
講
師
の
方
が
『
声
掛
け

を
し
な
い
支
援
』
と
い
う
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま

で
私
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
声

掛
け
を
と
て
も
多
く
使
っ
て
い
ま

し
た
。
言
葉
に
よ
る
支
援
が
相
手

に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
、
時
に

は
苦
痛
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
え
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
、
そ
し

て
支
援
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
私

は
ま
だ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
支
援

の
手
段
を
考
え
き
れ
て
い
な
い
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
研
修
全
体
を
通
し
て
感
じ
た
の

は
、
支
援
の
目
的
は
日
常
生
活
を

落
ち
着
い
て
す
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
々
の
仕
事
で
は
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
支
援
と

は
そ
う
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
本

　哲志

強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

　
平
成
27
年
11
月
12
日
・
13
日
の
2

日
間
、
全
国
自
閉
症
者
施
設
協
議
会

神
奈
川
大
会
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
2
回
目
の
全
国
大
会
の
研
修

で
す
。
不
安
と
緊
張
も
あ
り
ま
し
た

が
「
ど
ん
な
話
が
聞
け
る
の
だ
ろ

う
」
と
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、「
自
閉
症
の

方
の
世
界
観
を
知
り
、
専
門
性
を

持
っ
て
暮
ら
し
を
支
え
る
」
と
い
う

大
会
テ
ー
マ
で
し
た
。
内
容
は
、
自

閉
症
者
の
方
の
考
え
方
や
心
情
、
即

ち
世
界
観
を
知
る
こ
と
や
共
感
、
寄

り
添
い
の
姿
勢
、
自
閉
症
者
の
目
線

で
支
援
に
あ
た
る
こ
と
が
肝
要
で
自

閉
症
者
の
真
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
ら
れ

る
専
門
知
識
と
権
利
擁
護
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　
1
日
目
は
、
萌
葱
の
郷
理
事
長
五

十
嵐
康
郎
さ
ん
の
講
演
と
、
こ
ど
も

の
こ
こ
ろ
診
療
部
本
田
秀
夫
先
生
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
分
科
会
が
あ
り
私
は

「
行
動
障
害
を
ひ
も
と
く
〜
自
閉
症

児
者
の
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
適
切

な
支
援
〜
」
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
日
々
の
支
援
の
中
で
私
自
身
、
支

援
に
対
し
て
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
支
援
は
自

分
の
思
い
込
み
の
支
援
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
時
や
自
分
の
支
援
に
対
し

て
相
手
の
反
応
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
伝
わ
っ
て
こ
な
い
時
で
す
。
自
閉

症
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
意
思
や
要

求
や
希
望
を
適
切
に
表
現
す
る
の
が

苦
手
で
、
人
に
頼
り
た
く
て
も
頼
れ

な
い
。
そ
こ
で
人
間
関
係
を
作
り
、

お
互
い
に
気
持
ち
の
や
り
取
り
を
し

て
い
く
に
は
、
関
わ
る
支
援
員
の
心
、

価
値
観
は
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
閉
症
の
特
性
を
理
解
し
て

い
な
い
と
間
違
っ
た
支
援
に
繋
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
考
え
だ
け
で
対
応
せ
ず
、

「
本
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
何
を
望

ん
で
い
る
の
か
を
一
番
に
考
え
対
応

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
」
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
支
援
に
つ
な
げ
、
分
か
り
や
す

い
支
援
を
し
て
い
く
事
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

全
国
自
閉
症
者
施
設
協
議
会

　
　
　神奈
川
大
会
に
参
加
し
て

第29回

森
下

　智行
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すだち会すだち会
会員紹介会員紹介
平成27年度の会費を納入して頂いた方
と新たに会員になられた方々です。

ご協力を感謝いたします。

「すだち会」からの
お知らせ

会員の皆様には、日頃よりすだちの家及び支援センターすだちの運営につきましてご支援を賜り、
また物心両面からも支えていただいておりますこと厚くお礼を申し上げます。なお平成28年度も、
引き続きご入会いただきますようお願い申し上げます。

■法人会費 １口 10,000 円

■団体会費 １口 10,000 円

■個人会費 １口   3,000 円

ご入金
方法

郵便局をご利用の場合

郵便振替 00750 － 4 － 84619
すだち会

銀行をご利用の場合

福井銀行東郷支店 普通 1009689
すだちの家 後援会

敬
称
略

法
人
会
員

敬
称
略

個
人
会
員

㈱
ア
イ
ビ
ッ
ク
ス

石
本
法
律
事
務
所

㈱
エ
ル
ロ
ー
ズ

大
西
鮮
魚
店

カ
ワ
イ
株
式
会
社

㈱
キ
ッ
チ
ン
プ
ラ
ン
ト

㈱
キ
ト
ー
建
築
事
務
所

㈱
サ
プ
ラ
福
井
支
店

酒
井
設
備
㈱

三
優
社
工
業
㈱

島
本
眼
科
医
院

す
だ
ち
保
護
者
会

㈱
セ
ン
ボ
ー
建
築
事
務
所

㈱
大
東
工
業

㈱
谷
口
文
栄
堂

㈱
タ
ッ
セ
イ

㈱
ダ
ス
キ
ン
乃
し
三

㈱
ニ
ュ
ー
・
フ
ェ
イ
ス

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
福
井
㈱

㈱
ハ
ヤ
カ
ワ

日
野
メ
カ
ニ
カ
ル
㈱

ビ
ッ
ク
エ
ル
株
式
会
社

フ
ク
醤
油
㈱

福
井
医
療
㈱

福
井
キ
ャ
ノ
ン
事
務
機
㈱

福
井
銀
行
東
郷
支
店

福
井
県
環
境
保
全
協
業
組
合

福
井
順
化
商
事
㈱

㈲
ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
高
島

三
船
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
モ
リ
シ
タ

森
川
不
動
産
㈱

山
崎
金
属
㈱

《 

福
井
市 

》

青
　垣
　知
　徳

青
　木
　政
　志

天
　方
　み
つ
子

天
　方
　優
　子

荒
　谷
　義
　昭

伊
　川
　宗
　允

五
十
嵐
　三
　郎

池
　田
　笑
美
子

池
　田
　寛
　子

井
　澤
　
　
　茂

石
　田
　雅
　俊

石
　原
　義
　紀

出
　田
　吏
　市

伊
　東
　俊
　廣

井
　上
　
　
　彪

今
　田
　惣
兵
衛

今
　村
　一
　枝

今
　村
　直
　治

今
　村
　廣
　志

今
　村
　
　
　豊

入
　江
　洋
　子

岩
　佐
　修
　子

岩
　佐
　真
　弓

上
　杉
　健
　一

上
　杉
　美
智
子

宇
佐
美
　一
　朗

宇
佐
美
　賢
　樹

内
　田
　高
　義

大
　河
　た
づ
子

大
　野
　
　
　勉

大
　橋
　佳
寿
子

大
　脇
　美
代
子

織
　田
　紀
　江

小
　澤
　勝
　太

折
　尾
　ひ
ろ
み

柿
　畑
　良
　子

笠
　川
　輝
　夫

笠
　松
　敏
　宏

加
　藤
　一
　宏

加
　藤
　隆
　明

加
　藤
　弘
　幸

金
　牧
　
　
　廣

川
　﨑
　弘
　美

川
　畑
　光
　子

川
　端
　永
　子

木
　村
　昌
　弘

木
　村
　芳
　秀

清
　光
　是
　昭

栗
　田
　幸
　雄

児
　玉
　玲
　二

児
　玉
　喜
恵
子

児
　玉
　静
　子

小
　森
　富
　夫

後
　藤
　千
衣
子

後
　藤
　裕
　幸

近
　藤
　正
　秋

斉
　藤
　俊
　一

坂
　井
　俊
　明

坂
　本
　和
　夫

阪
　本
　裕
　美

嵯
　峨
　邦
　郎

清
　水
　浩
　子

白
　﨑
　和
　子

杉
　本
　孫
　吉

大
　黒
　裕
　實

高
　村
　紀
　子

竹
　内
　
　
　修

竹
　内
　慶
　一

竹
　内
　祥
　晃

竹
　内
　敏
　英

竹
　村
　光
　雄

滝
　川
　利
　英

武
　澤
　英
　子

多
　田
　
　
　伸

田
　中
　博
　和

田
　村
　主
　子

田
　村
　孝
　次

塚
　谷
　徹
　雄

土
　橋
　洋
　子

坪
　田
　律
　子

中
　川
　光
　廣

中
　川
　義
　雄

中
　西
　常
　守

中
　村
　順
　子

中
　村
　
　
　誠

南
　部
　和
　子

西
　田
　貴
美
子

西
　村
　敏
　明

野
　口
　正
　人

野
　坂
　
　
　学

野
　坂
　佳
　生

野
　路
　博
　古

野
　村
　建
二
六

野
　村
　八
重
子

長
谷
川
　大
　恭

浜
　崎
　英
　正

林
　
　
　勝
　義

林
　
　
　武
　則

林
　
　
　伸
　行

林
　
　
　和
　美

林
　
　
　慧
　二

林
　
　
　幸
　恵

原
　
　
　千
　春

春
　木
　麻
紀
子

東
　村
　玲
　子

平
　鍋
　順
　一

深
　山
　高
　雄

藤
　岡
　郁
　雄

藤
　川
　泰
　伸

藤
　田
　卓
　美

藤
　田
　忠
　雄

藤
　田
　満
　雄

北
　條
　千
恵
子

細
　田
　憲
　一

本
　間
　源
　次

前
　田
　剛
　巳

光
　野
　
　
　稔

皆
　川
　正
　道

皆
　川
　理
　恵

宮
　北
　元
　栄

村
　越
　泰
　行

村
　田
　博
　信

村
　田
　義
　公

村
　田
　嘉
　孝

村
　田
　桂
　子

村
　田
　哲
　人

村
　田
　啓
　子

村
　橋
　鈴
　代

森
　
　
　
　
　清

森
　岡
　
　
　勇

森
　岡
　美
佐
子

森
　岡
　浩
　一

森
　岡
　享
　子

森
　永
　英
　子

八
　木
　澄
　子

安
　川
　俊
　彦

安
　田
　
　
　亨

安
　原
　薫
一
郎

安
　村
　直
　継

柳
　川
　孝
　司

柳
　沢
　全
　之

矢
　納
　正
　人

矢
　納
　と
も
え

山
　際
　豊
　重

山
　口
　幸
　男

山
　崎
　栄
　一

山
　崎
　哲
　雄

山
　田
　哲
　弘

山
　田
　継
　治

山
　本
　明
　徳

山
　本
　
　
　武

山
　本
　良
　夫

吉
　田
　順
　一

吉
　田
　登
志
子

吉
　田
　豊
　信

吉
　田
　
　
　勝

吉
　田
　光
　宏

吉
　田
　義
　輝

吉
　村
　秀
　郎

葭
　原
　徹
　男

若
　泉
　し
げ
子

《 

大
野
市 

》

加
　藤
　貞
　義

瀧
　波
　武
　利

松
　田
　康
　子

《 

勝
山
市 

》

澤
　田
　美
紀
子

南
　茂
　和
　子

西
　浦
　美
智
代

藤
　井
　勢
津
子

南
　川
　民
　子

《 

越
前
市 

》

石
　田
　大
　蔵

木
　下
　宜
　義

林
　
　
　哲
　生

藤
　岡
　俊
　美

中
　嶋
　柳
　子

八
　耳
　哲
　雄

《 

鯖
江
市 

》

青
　山
　貴
代
美

暁
　
　
　了
　誠

稲
　田
　秀
　尾

落
　合
　忠
　雄

亀
　田
　千
代
子

下
　野
　
　
　節

林
　
　
　匡
　志

廣
　部
　和
　夫

福
　嶋
　る
り
子

山
　岸
　靖
　彦

吉
　田
　俊
　博

《 

坂
井
市 

》

青
　木
　
　
　甫

加
　藤
　一
　輝

川
　嶋
　勝
　士

黄
　倉
　つ
や
子

木
　谷
　昌
　恭

齋
　藤
　幸
　子

下
　田
　重
　道

田
　辺
　真
貴
子

西
　
　利
喜
太
郎

野
　坂
　俊
三
郎

林
　田
　恒
　正

藤
　田
　敬
　二

保
　珍
　良
　市

山
　本
　文
　雄

横
　山
　
　
　孝

《 

あ
わ
ら
市 

》

川
　内
　秀
　典

菊
　地
　治
　男

北
　條
　顕
　英

《 

永
平
寺
町 

》

内
　田
　敏
　江

源
　濟
　英
　光

児
　玉
　性
　実

林
　
　
　厚
　子

山
　元
　
　
　攝

《 

越
前
町 

》

水
　嶋
　博
　實

《 

南
越
前
町 

》

鈴
　木
　和
　男

《 

小
浜
市 

》

㔟
　間
　
　
　弘

重
　面
　重
　夫

松
　井
　
　
　正

《 

敦
賀
市 

》

今
　井
　和
　美

谷
　口
　敬
　子

福
　永
　恒
　雄

《 

若
狭
町 

》

澤
　村
　文
　明

《 

県
　外 

》

上
　坂
　浩
　二

笠
　原
　寿
　郎

笠
　原
　真
　紀

北
　野
　久
　尚

鎗
　谷
　久
　基

桒
　島
　貞
　好

桒
　島
　五
十
子

土
　居
　満
里
江

藤
　田
　精
一
郎

森
　
　
　鶴
　義

渡
　辺
　和
　子

山
口

　弘
美

秋
の
遠
足

　
平
成
27
年
10
月
7
日
（
水
）
に
秋
の

遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
秋
晴
れ

の
さ
わ
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
昨
年
は
通
所
・
入
所
と
も
同
じ
場

所
へ
行
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
入
所
が

Ｓ
Ｓ
Ｔ
ラ
ン
ド
で
、
通
所
は
泰
澄
の
杜

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｔ
ラ
ン
ド
へ
行
か
れ
た
利
用
者

さ
ん
は
、
先
発
隊
と
し
て
数
人
の
利
用

者
さ
ん
も
行
っ
た
の
で
、
準
備
の
手
伝

い
等
ス
ム
ー
ズ
に
炭
お
こ
し
も
で
き
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
到

着
ま
で
に
は
準
備
も
整
い
、
す
ぐ
に

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
泰
澄
の
杜
へ
行
か
れ
た
利
用
者
さ
ん

は
、
職
員
二
人
で
の
準
備
で
し
た
が
な

ん
と
か
み
ん
な
の
到
着
前
に
は
で
き
、

こ
ち
ら
も
年
一
回
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

満
面
の
笑
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
お

肉
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
ウ

イ
ン
ナ
ー
や
焼
き
そ
ば
も
で
き
る
そ
ば

か
ら
手
が
伸
び
て
き
て
「
も
う
な
い

の
」
と
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
食
欲
で

し
た
。
帰
り
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で
お
や
つ

を
買
い
、
近
く
の
公
園
で
食
べ
て
き
ま

し
た
。
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ふれあいまつり

クリスマス

新年会

秋の遠足

き
動
の
員
職

アルミ缶回収にご協力ください
すだちの家ではアルミ缶を回収して潰して
リサイクルする作業に取り組んでいます

お手数ですが、不用になったアル
ミ缶をすだちの家までお持ちくだ

さい。ただし、量が
多い場合にはご一報
ください。なお、ス
チール缶は対象にな
りません。

福井市東大味町 9-15　すだちの家（担当／萩原）

☎0776（41）3950
連絡は
こちら
まで…

ありがとうございます

物　品　深　謝
ガンバっています

活　動　報　告
ようこそすだちの家へ

来　訪　者

すだちだよりワ ク

月

キイキイ
ワ ク

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

● 平成27年11月15日　嘱託職員・酒井　与志夫（退職）
● 平成27年12月31日　支援員・橋本　実樹（退職）
● 平成28年 1月 1日　支援員・濵田　晴央（採用）

3日　坂井市

河下　肇　様 （東大味）
白崎　寿美枝　様 （東大味）
後藤　裕幸　様 （円城寺）
木村　タツ子　様 （田治島）
すまいる　様 
藤沢　政志　様 （東大味）

4日　保護者会清掃奉仕
5日　救急法講習会  
5日　嶺北特別支援学校生徒実習（9日まで）

10日　ふれあい祭り  
14日　体重測定  
18日　円山公民館まつり（焼き芋販売）
19日　相談支援従事者現任研修（21日まで） 
19日　職員健康診断  
20日　内科検診  
21日　非常呼集訓練  
28日　感染症対策研修  
29日　避難訓練

22日　多機能型支援センターすまいる（4名）
23日　嶺北親の会（1名）

河下　肇　様 （東大味）
村中　静子　様 （東大味）
田村　重隆　様 
福井南特別支援学校　様

2日　福井南特別支援学校　生徒実習（13日まで）
5・18・19日

サービス管理責任者等研修（地域生活）（13日まで）
10日　体重測定  
12日　サービス管理責任者等研修（地域生活）（13日まで）
12日　全国自閉症者施設協議会神奈川大会（3名参加）
15日　発達障害・専門講座

19日　福井南特別支援学校

河下　肇　様 （東大味）
酒井精米（株）様 
リカーワールド華　様 
ホクシス　様 
堀　ふさえ　様 （上細江）
岩佐　修子　様 
藤沢　政志　様 （東大味）
天方　優子　様 
福井メタル（株）様 
大谷　様 （大村）
足羽東こども園　様 
あゆみの家　様 
佐々木　孝男　様 （東大味）

8日　検尿  
9日　血液検査・体重測定  

10日　心電図（対象者）  
15日　強度行動障害支援者養成研修（実践）（16日まで）
22日　内科検診

16日　足羽福祉会　高村理事長　様
16日　永平寺町社会福祉協議会

河下　肇　様 （東大味）
石田　外志　様　 （東大味）

13日　内科検診  
13日　社会福祉マイナンバー説明会
19日　体重測定  
21日　障害者虐待防止・権利擁護研修（22日まで）

12日　福井市障がい福祉課・福井県総合相談所

河下　肇　様 （東大味）
石田　外志　様　 （東大味）
池本　順子　様

3日　給食施設巡回指導
5日　新年会  

10日　体重測定  
13日　冬季職員研修  
16日　内科検診  
16日　強度行動障害支援者養成研修（基礎）（17日まで）
27日　保護者会役員会 

河下　肇　様 （東大味）
藤沢　政志　様 （東大味）
竹川　隆利志　様 （東大味）
鈴木　ちよ子　様 
仁愛大学　様

9日　体重測定
15日　内科検診
19日　理事会・評議員会
19日　米パン講習会
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